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実施内容 

１ 英語教育の状況を踏まえた目標 

目標１ 英語教員の資格取得状況について 

（１）目標指標 

 ＣＥＦＲ Ｂ２（英検準１級程度）以上の英語力を有する教員の割合を２０２５年までに、 

中学校では７５％以上、高等学校では１００％を目指す。 

（２）現状 

   ・中・高等学校ともに全国平均を下回っている。特に高等学校は低い状況が続いている。 

・資格受験の機会がなかったことが一番の要因と考える。 

（３）目標達成のための具体的手立て 

   ①中・高等学校英語科教員を対象とした英語力強化研修を実施するとともに、研修受講者

に外部試験受験料の補助を行う。 

②英語教育研究部会と連携し、各研修会等において、研修参加者に直接、英語力向上の必要

性を周知するとともに資格取得を促す。（特別価格での外部試験受験制度の周知） 

③校長会議や教頭会議を通して説明し理解を求め、目標申告の項目に資格取得等について

記載することを推奨する 

中・教員 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

目標 33% 40% 45% 50% 50% 50% 50% 55% 60％ 

現状 31.3% 30.3% 31.5% 31.7% 33.0% 32.3% / 35.9%  
          

高・教員 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

目標 45% 55% 65% 75% 75% 75% 75% 80% 85％ 

現状 38.1% 39.2% 46.1% 47.5% 51.9% 57.5% / 64.1%  

 

目標２ 生徒の資格取得状況について 

（１）目標指標 

 求められる英語力を有する生徒の割合を２０２５年までに６０％以上にする。 

【中 学 校】ＣＥＦＲ Ａ１（英検３級）相当  ６０％ 

【高等学校】ＣＥＦＲ Ａ２（英検準２級）相当 ６０％ 

（２）現状 

   ・中学校は、平成２７年度、３０年度、令和元年度に５０％を達成しており、継続して   

５０％を超えることが課題である。 

   ・高等学校は、年度により割合の増減があるため、目標値に向けて上昇させ続けることが課

題である。 

   ・地域別に見ると、１５％程度の差がある。教員の資格取得率から見る専門性に大きな差は

無いが、教員の英語発話量や生徒の言語活動時間には１０％程度差がある。授業改善が

課題である。 

（３）目標達成のための具体的手立て 

   ①「英語教育実施状況調査」「全国学力学習状況調査」等を学校ごとに分析し、授業改善に

つなげる。 

②端末を用いて、ICTを効果的に活用し、主体的な学習意欲の向上を図る。 

③県教育委員会と市町村教育委員会が、課題を共有し、連携する。 

また、市町村教育委員会の横の連携を深め、指導主事による管轄学校への指導力向上や

市町村独自で作成している資料、教材、施策等の情報共有を図る。 

③授業公開を行う。オンラインやオンデマンドを活用することで、感染症対策につながる

とともに、他地域の授業実態が共有され、県全体の授業が改善される。 
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中・生徒 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

目標 40% 43% 46% 50% 50% 55% 55% 56% 57％ 

現状 40.0% 52.1% 45.9% 48.9% 52.2% 53.4% / 52.0%  

          

高・生徒 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

目標 34% 40% 45% 50% 50% 50% 50% 50% 55% 

現状 27.2% 45.5% 41.0% 43.9% 39.8% 44.3% / 42.0%  

 

目標３ 学習到達目標の整備状況について 

（１）目標指標 

 ２０１９年度に中・高等学校ともに設定率が１００％に達したので、２０２２年までに公

表率、達成状況の把握率を１００％にする。 

（２）現状 

 ・中・高等学校ともに設定率が１００％となったが、公表率、達成状況の把握率が低い。 

・ＣＡＮ－ＤＯリストが十分に活用できていない。 

（３）目標達成のための具体的手立て 

   ①指導と評価の一体化が図れるよう研修を行い、ＣＡＮ－ＤＯリストを活用した指導や評

価方法の工夫などについて協議する。 

②先進的な取組事例を各研修会や学校訪問等で紹介し、授業改善や評価の工夫改善につな

げる。   

中学校 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

 目標 現状 目標 現状 目標 現状 目標 現状 目標 現状 目標 現状 

設定 100% 99.7% 100% 99.7% 100% 100% 100% / 100％ 95.5% 100％  

公表 50% 12.0% 50% 12.3% 50% 17.8% 70% / 100％ 26.9% 100％  

達成状況 

把握 
70% 26.2% 70% 26.9% 70% 26.5% 70% / 100％ 38.1% 100％  

 

高 校 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

 目標 現状 目標 現状 目標 現状 目標 現状 目標 現状 目標 現状 

設定 100% 82.6% 100% 89.6% 100% 100% 100% / 100% 62.3% 100%  

公表 80% 20.3% 100% 24.0% 100% 35.9% 100% / 100% 25.7% 100%  

達成状況 

把握 
90% 55.8% 100% 46.4% 100% 53.3% 100% / 100% 30.3% 100% 

 

 

目標４ 生徒の英語による言語活動時間の割合について 

（１）目標指標 

 授業における生徒の英語による言語活動の割合が５０％以上となる教員の割合を、 

２０２２年までに１００％にする。 

（２）現状 

   ・中学校、高等学校ともに年度ごとに割合は増えているが、教員の説明等の一斉指導の 

占める割合がまだ多い状況である。（特に高等学校） 

（３）目標達成のための具体的手立て 

   ①教師の指導力向上研修や小中連携推進協議会等を通じて、生徒の言語活動を中心とした

実践例等を扱い、授業改善の更なる推進を図る。 

②言語活動を中心とした指導案例や授業動画等を県ホームページで紹介する。 
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中・生徒 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

目標 55% 60% 65% 70% 75% 80% 90% 100% 100％ 

現状 58.9% 68% 65.2% 70.4% 72.3% 74% / 63.5%  
          

高・生徒 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

目標 35% 40% 45% 50% 55% 70% 80% 90% 100％ 

現状 36.1% 38.2% 39.2% 43.9% 45.8% 53.3% / 46.0%  

目標５ パフォーマンステストの実施状況について 
（１）目標指標 

 各学校（学科）の実態に応じて、パフォーマンステストの回数を設定し、着実に実施する。 
（中学校４回、高等学校３回以上） 

（２）現状 
   ・中・高等学校ともに定期的に実施されているが、高等学校の回数が少ない。 

・ＣＡＮ－ＤＯリストと関連付けた評価にすることが課題である。 
（３）目標達成のための具体的手立て 
   ①県独自で作成したパフォーマンステストを活用できるよう周知する（回数が増える） 

②英語教育拠点校（高校１４校）における、パフォーマンス評価の研究成果を授業公開、 
研究協議会を実施することで県内中・高等学校に普及する。 

   ③各研修会等において、各学校での取組事例等を紹介する場を設定し、好事例を普及する。 
  
    スピーキングテストの実施状況 
 

中学校 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

目標 ３回 ４回 ４回 ４回 ４回 ４回 ４回 ４回 

現状 2.6 回 2.5 回 2.5 回 2.8 回 3.1 回 / 3.5 回  
         

高 校 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

目標 ２回 ３回 ３回 ３回 ３回 ４回 ４回 ４回 

現状 0.3 回 1.1 回 0.9 回 1.2 回 1.3 回 / 1.5 回  

 
 
 
 
 
     
 
 

ライティングテストの実施状況 
 

中学校 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

目標 ３回 ３回 ４回 ４回 ４回 ４回 ４回 ４回 

現状 1.9 回 1.7 回 1.5 回 2.2 回  1.9 回 / 2.1 回 回 
         

高 校 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

目標 １回 ２回 ２回 ２回 ２回 ３回 ３回 ３回 

現状 0.2 回 0.9 回 0.8 回 0.9 回  0.8 回 / 0.8 回 回 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

目標６ 英語担当教員の英語使用状況について 

（１）目標指標 

 授業における半分以上の発話を英語で行っている教員の割合を、２０２２年までに 

１００％にする。 

（２）現状 

   ・学年があがるにつれて、英語での発話量が減り、日本語での説明が多くなっている。 

（３）目標達成のための具体的手立て 

   ①英語力強化を含めた研修を実施し、求められる英語力を有する教員の割合をあげる。  

②生徒のコミュニケーション能力の育成を目的とした指導力向上研修を実施し、授業改善

を図る。 

   ③模範となる授業の動画等を公開することで、授業改善を図り、英語発話量を増加させる。 

（コミュニケーション英語Ⅰ） 

（コミュニケーション英語Ⅰ） 
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中・教員 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

目標 50% 80% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 

現状 60% 64.8% 65.9% 71% 72.8% / 66.9%   
          

高・教員 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

目標 50% 80% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 

現状 42.9% 38.2% 40.9% 48.3% 48.2% / 40.3%   

 

 

 

 

 

 

 

 

目標７ 小学校新規採用者に占める一定の英語力を有する者の割合について 

（１）目標指標 

 小学校教員の新規採用者の内、一定の英語力を有する者の割合を、２０２５年までに５０％ 

以上にする。 

（２）現状 

   ・令和３年度に新規採用された教員の内、以下①②のいずれかを有する者 ９．２％ 

①中学校または高等学校英語の免許状を有する者 

②ＣＥＦＲ Ｂ２相当以上の英語力を有する者 

 （参考） 

     ＣＥＦＲ Ｂ２相当以上の外部検定資格取得者 ： ０．８％ 

     ＣＥＦＲ Ｂ１相当以上     〃     ： ９．２％ 

（３）目標達成のための具体的手立て 

   ①教員採用候補者選考の「小学校：英語教育推進」枠の拡充 

    （参考：平成３１年度実施要項より） 

○中・高いずれかの英語の免許状を取得または取得見込みの者 

○ＣＥＦＲＢ２相当の英語力を有する者（各種検定合格者など） 

   ②「大学推薦特別選考」に「小学校英語推進」（ＣＥＦＲ Ｂ２相当の英語力を有する

者）の枠を新設する。 

   ③県内及び近隣の大学へ、養成段階において、ＣＥＦＲ Ｂ２相当の資格取得を目指すよ

う要請する。 

採用年 ２０２０ ２０２１ ２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５ 

 CEFR 

B2 取得

割合  

目標 現状 目標 現状 目標 現状 目標 現状 目標 現状 目標 現状 

10% 1% 1５% 0.8% 20%  30%  40%  50%  

 

２ １の目標を達成するための取組（施策の全体像と具体的な計画） 

 県の課題としては、生徒の言語活動時間の増加、教員の英語発話量の増加、教員の資格取得（専

門性）がある。この課題を解決することで、生徒の英語力向上につながると考える。そのために

は、授業は、教員が英語で行うことを基本とし、生徒が言語活動を通して英語を学べるよう授業改

善を進める必要がある。さらに、教員の専門性を高めることで、授業の質を高めたい。 

 また、児童生徒の学習意欲向上を促すことで、自ら学んでいく児童生徒の育成に努める必要が

ある。 

 そこで、千葉県では、３つの柱「児童生徒の英語力・学習意欲の向上」「教員の英語力・専門性

の強化」「授業の質の向上（授業改善）」を中心に、これらの課題解決に向けて施策を実行する。 

 また、教員の専門性向上及び業務の両立を把握するため、4技能向上 English Workshopに参加

する教員 120 名に対して、事前事後アンケートや学習アプリ活用状況調査等を行う。さらに、働

き方改革の視点や学び続ける教員像についても明らかにする。 
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（１）施策の全体像 
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（２）小学校 

   ①小学校外国語スキルアップ研修 

現職の小学校教員が、教員の英語発話による児童の言語活動の充実等、専門性を生かし

た外国語授業の指導法に対応するためのプログラムを実施する。 

     対  象：・公立小学校及び義務教育諸学校の外国語に中心的に関わる教諭 

          ・専科教員及び特別免許状所持者 

          ※各教育事務所からの推薦 計１００名 

     研 修 日：夏季休業中の 1日 

     会  場：神田外語大学等 

     講  師：神田外語大学教授及び講師２名 

      

②Ｌｅｔ’ｓ Ｔｒｙ！小学校外国語活動研修 

     Ｌｅｔ’ｓ Ｔｒｙ！の活用方法と授業で実際に指導できるようになるための 指導

方法を学ぶ。      

対  象：中学年担当の公立小学校及び義務教育学校・特別支援学校教諭 ４０名 

     研 修 日：令和４年８月の２日間 

     会  場：総合教育センター 

         講  師：英語教育推進リーダー ２名 

 

③英語絵本を活用した言語活動実践研修 

小学校で英語絵本を用いた言語活動の実践（読み聞かせ）を大学と連携して行う。近隣

小学校も含め指導方法を周知・普及させる。小学校教員の英語による読み聞かせに関す

る指導力向上等を図る。 

     対  象：小学校５０校  

          ※読み聞かせは、オンラインの可能性ある。 

 

（３）小・中学校 

①小中連携推進協議会  

     小中連携を推進するために県教委主導で、小・中学校の連携を図る。 

ALTや ICTの効果的な活用等の指導、評価法の理解、カリキュラムの連携等について進

める。※オンライン授業参観等の検討、事前研修動画視聴等、開催方法を工夫する 

     対  象：小中連携研修を行っていない学校等から 1名 

          （市町村単位の研修を実施している学校は除く）           

     研 修 日：令和４年６月～１２月の半日（各教育事務所で設定） 

     会  場：各教育事務所で設定 

       講  師：各教育事務所指導主事 

 

（４）中・高等学校 

①４技能向上 English Workshop  

令和３年度は「中・高等学校英語科教員英語力強化集中研修」として実施した。 

教師の英語力・指導力向上を図り、教員の英語発話による言語活動中心の授業となるよ

うプログラムを実施する。 

また、業務と専門性向上の両立について実態を明らかにする。 

     対  象：中・高等学校 英語科教諭 １２０名 

          ※ＣＥＦＲ Ｂ２レベルの資格を有していない教員 

     研 修 日：夏季休業中の４日間（「話す」連続 2日間、「読む・聞く・書く」２日間） 

          ※その他、アプリを活用した英語力向上の実践 

※第２回（１０月）英語検定試験受験←受験料全額補助 
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     会  場：神田外語大学等 

         講  師：神田外語大学教授等 

      

   ②生徒の発信力を高めるオンライン英語研修  

生徒の英語力向上につながる効果的な言語活動の指導方法及び教員の英語発話量増加

を図る。（研修と授業実践を繰り返す） 

     ・基本的に ALL Englishによる研修 

     ・研修を通して学んだ言語活動の実践とリフレクション 

     ・中・高の情報交換と連携強化 

対  象：中・高等学校教員 各３０名 ※地域で核となってほしい教員 

     研 修 日：全６回 ※１回は１時間３０分程度 

         （６月、８月、１０月、１１月、２月） 

     研修方法：オンライン 

         講  師：千葉大学教授等 

 

③「中高指導評価協議会」の実施 

英語教育拠点校（県立高等学校１４校）において、近隣の中高教員等を対象に授業公開

を実施するとともに、外部講師を招き英語の指導方法及び評価の改善について助言を受

ける。 

対  象：各学校１名上の中高等学校外国語科教員 

研 修 日：令和４年１１月頃（各拠点校で決定する） 

     会  場：オンラインもしくは拠点校で参集型等 

     内  容：拠点校の授業公開、研究の報告及び、外部講師による指導評価等を踏まえた

講演 

     講  師：大学教授等 

     

（５）全校種 

①外国語指導助手・外国語担当教員指導力等向上研修 

ALTの効果的な活用及び ALTの指導力向上を図り、授業改善を図る。 

     対  象：JETプログラム及び姉妹州プログラムの ALTを活用している学校 

                小・中・高英語担当教員 約７０名 ALT  約７０名 

     研 修 日：１１月の２日間 

     会  場：総合教育センター  

          内  容：指導力向上研修（TTの効果的な指導法等） 

※感染症対策として、「集合研修（１日）」、「事前オンライン動画視聴」

を組み合わせる場合もある。 

 

②外国語教育小・中・高連携モデル事業  

     令和３年度から各教育事務所に、小・中・高連携モデル校を指定し、小・中・高等学校

の系統性のある指導方法及び評価方法等について研究している。その成果（授業動画、報

告書等）を県内全域に普及する。（R4年度終了） 

     研究指定校：R3年度から継続 

         研究内容：児童生徒の英語での発信力を高める授業改善 

     動画・公開：２年間で、全学校動画作成、全校動画作成する。 
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   ③パフォーマンステストに係る独自問題作成ワーキンググループ 

     各学校において、児童生徒の４技能が適切に評価されるよう、パフォーマンステスト

の事例を県で作成し共有する。Ｒ３年度作成問題の検証も併せて行う。 

     対象学年：小学生、中学生、高校生 

     作成時期：５月～２月 

     作 成 者：英語教育拠点校１４校のうち、（４）の研究指定校に該当しない９校の９名 

     （委員） 各教育事務所管内小中学校から各１名（小学校５名、中学校５名） 

          学習指導課指導主事、総セ研究指導主事、教育事務所指導主事 

   

④外国語教育におけるＩＣＴの効果的な活用 

１人１台端末等の効果的な活用等、教師の外国語教育におけるＩＣＴ活用能力向上を

図る。Ｒ３年度にデジタル教科書を導入した学校の好事例紹介を行う。 

     対  象：小・中・高等学校教員 各８０名 

 

     研 修 日：夏季休業中の半日研修 小：9/28（水）中：9/21（水）高：9/9（金） 

          午前午後４０人ずつの半日研修 

     会  場：総合教育センター等 

         講  師：千葉大学教授等 

     内  容：効果的にＩＣＴを活用した外国語教育が行える指導力等の向上 

          ①授業における１人１台端末等の活用方法（家庭学習、授業準備等含む） 

          ②好事例の紹介及び情報交換 
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３ ２を実施する体制の概要 

千葉県教育委員会では、千葉県総合教育センターとの連携を密にし、教育振興基本計画と千葉

県教職員研修体系に基づいた、教員養成に向けた研修体制を構築している。令和２年度に策定さ

れた、「第３期千葉県教育振興基本計画」の基本理念の１つである「『世界とつながる人材』の育

成」を受け、外国語教育の更なる推進を図るため、「千葉県外国語教育推進計画（５か年計画）」

を策定した。この計画に基づき、千葉県の子供たちが、外国語を使ってコミュニケーションするこ

とを楽しみ、自己の考えなどを主体的に発信する力を伸ばしていくことを目指す。 

県全体の英語力向上に係る研修体系の構築に向け、「英語教育推進リーダー」を様々な研修の講

師や計画・立案の協力者として効果的に活用するなど、県独自の取組も加えながら外国語教育を

推進する。現在、英語教育拠点校として高等学校１４校を指定し、近隣の小中学校との連携を意識

した研究協議会等を実施しているが、さらに各地域における持続可能な研修体系を構築していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大学・民間機関等との連携】 

○教育委員会が現場と大学や民間機関等をつなぐ役割を担い、域内の状況やニーズ、学習指導要

領の趣旨等について共有し効果的な研修を開発・実施 

○大学等や外部専門機関と連携し、専門性を生かした小・中・高校の教員向け研修プログラムの 

開発・充実 

 

 

 

 

 

 

 

 



目標管理書 令和４年度様式 （様式２）

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 89.6 100 100 100 100 62.3 100
公表（％） 100 24 50 35.9 100 100 25.7 100
達成状況の把握（％） 100 46.4 70 53.3 100 100 30.3 100

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 55 46.8 70 45.2 80 90 46 100

　　○スピーキングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 3 1.2 3 1.3 3 3 1.5
コミュニケーション英語Ⅱ 3 1.2 3 1.2 3 3 1.3
コミュニケーション英語Ⅲ 3 0.7 3 0.7 3 3 0.9
英語表現Ⅰ 3 1.2 3 1.4 3 3 1.1
英語表現Ⅱ 3 0.6 3 0.6 3 3 0.4

　　○ライティングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 2 0.9 2 0.8 3 3 0.8
コミュニケーション英語Ⅱ 2 0.8 2 0.8 3 3 0.8
コミュニケーション英語Ⅲ 2 0.6 2 0.7 3 3 0.8
英語表現Ⅰ 2 1.1 2 1 3 3 1.1
英語表現Ⅱ 2 1.4 2 0.8 3 3 0.8

　　○スピーキングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 3
英語コミュニケーションⅡ 3
英語コミュニケーションⅢ 3
論理・表現Ⅰ 6
論理・表現Ⅱ 6
論理・表現Ⅲ 6

　　○ライティングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 3
英語コミュニケーションⅡ 3
英語コミュニケーションⅢ 3
論理・表現Ⅰ 6
論理・表現Ⅱ 6
論理・表現Ⅲ 6

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 100 48.3 100 48.2 100 100 40.3 100
75 52 75 57.5 75 75 64.1 90

⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 50 40.9 50 44.3 50 50 42 55

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 99.7 100 100 100 100 95.5 100
公表（％） 50 12.3 50 17.8 70 100 26.9 100
達成状況の把握（％） 70 26.9 50 26.5 70 100 38.1 100

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 75 72.3 80 74 90 100 63.5 100
スピーキングテスト（回） 4 2.8 4 3.1 4 4 3.5 4
ライティングテスト（回） 4 2.2 4 1.9 4 4 2.1 4

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 100 71 100 72.8 100 100 66.9 100
⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 50 33 50 32.3 50 55 35.9 60
⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 50 52.2 55 53.4 55 60 52 60

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 80 90 57.2 100
公表（％） 30 50 7 100
達成状況の把握（％） 50 80 38.4 100

独自 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値指標内容

指標内容

2018 2019 2020

2022

2021 2022

2018 2019 2020 2021

2021 2022

③パフォーマンステストの実施状況　

①学習到達目標の整備状況

千葉県教育委員会

2018 2019 2020

高
等
学
校

中
学
校

小
学
校

2021

2022
指標内容

新
課
程

2018 2019 2020

現
行
課
程

指標内容

学習到達目標の整備状況

①学習到達目標の整備状況

③パフォーマンステストの実施状況 

⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％）
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